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1. 研究背景・目的

日本では、年々増大している水害に備え、強固な

土木を築いている。それは、安全性と引き換えに都

市と水辺の障壁となり、人と水辺との関係を失わせ

てしまう恐れがある。

 計画地として選定した名古屋市堀川は、名古屋城

の築城に際し、城下町を整備するための資材運搬の

経路として 1610 年に掘削された。江戸時代から水

運の主軸として栄えることで、川沿いに人々が集ま

り文化を形成していた（図1）。戦後も材木業として

の賑わいがあった（図2）。しかし、戦後の高度経済

成長期の工業化により川は汚染され、水運から自動

車輸送といったインフラシステムの移行により、堀

川はもはや都市の表側ではなくなっている。現在、

図 3 のように、防災・治水のために護岸整備が進め

られているが、旧護岸の上に重なるように高い堤防

が建設され、川と街を分断させ川辺の風景や風情が

失われつつある。

　本研究の目的は、土木事業と折り合いをつけなが

ら、新しい人の眼差しを堀川に向け、人の居場所と

して再編する将来像を提案するものである。堀川の

現地調査・分析を行い、堀川沿いに対象敷地を設定

し、再構の提示を試みる。

2. 堀川の潜在力調査・分析

調査範囲は、護岸に隣接した敷地に建物や私有地

があることで、川に対する人々の行為や建築の多様

性が見られる都心部の中流域（朝日橋〜住吉橋）の約

5.5km を選定する。調査を進めると、住民や行政の

様々な行為が掘川沿いの空間を作り出しており、川

との関わりが建築形態の特徴として現れ、川への意

識を助長しているように感じる。

　現地調査として実際に堀川沿いを歩き、川へと意

識が向くと感じた場所の写真を撮影した（図4）。写

真をヒューマンスケール（アイレベル視点）と都市

スケール（俯瞰的視点）の二つの視点から構成要素

を抽出し、それらを分析することで、設計に展開す

るための基礎をつくる。

2-1.「川見のかけら」「川利のかた」

ヒューマンスケールの川との関わり方を「川見の

かけら」、都市スケールの川との関わり方を「川利

のかた」と名付ける。全ての写真の中から、川との

関わり方が顕著に現れている 89 枚の写真について、

データシートを作成し（図5）、その中から、9つの「川
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見のかけら」と 12 つの「川利のかた」を抽出した（図

6）。これらの構成要素の⤌み合わせが、現在の堀川

の景ほを形࡙くっているといえ、ṧᏑする堀川の㨩

ຊの࢚レ࣓ントであると⪃える。そこにはᆒ㉁でな

いことでの活ຊがᏑ在し、堀川再生のྍ能性を感じ

た。それらを再編することが、堀川らしい人の居場

所の再構築に⧅がると⪃える。

　そこで、水運の時代の⏘業㑇構をᣢࡕ、現在も材

木業をႠࡴ 2 つの௻業の土地と♫屋を対象として選

定し、人の居場所として再編を試みる。さらに現代

の堀川では࡯と࡝ࢇ機能が失われている「⯪」とい

う水運のアイテムの提案も行う。

2-2. ᑐ㇟ᩜᆅ -Ἀṇၟᗑ・୰ᓥᒇ -

　対象の 2 つの敷地の実 調査を行い、௻業へのヒ

アリングにより現≧ᢕᥱを行った（図9）。

　6LWH1 のἈṇၟᗑ � 材木屋 � には、水運時代に川

から木材をⲴᥭࡆするための㝵ẁがṧっており、3m

材置き場は地下 1 㝵、4m 材置き場は 1 㝵というよ

うに、㝵高がそれに合わせて作られている。スケー

ルの異なる空間が✚ᒙされ、断㠃に特徴が現れる。

　6LWH2 の中ᓥ屋 � 〇材場 � は、土木⏝のᮺやつ᱁

እの〇材を行ってきたが、እᅜ材のᬑཬによりὀ文

はῶᑡし、現在は木〇のࣃレࢵトの〇㐀が主な業ົ

である。〇材場ならではの大ᯫ構とそこにかかる屋

根はෆእを᭕᫕に⧅ࡆ、おおらかな空間をつくる。

�. ィ⏬に࡚࠸ࡘ

�-1. ᥦ᱌ -かけら・かた࠸⏝ࢆた更新 -

　川沿いをリࢽアに調査することで導き出されたか

けらとかたを⏝いて、二つの対象敷地でࢥンࣂー

ン計画を行う（図�）。「川見のかけら」は空間のࣙࢪ

しつらえや動⥺計画に関୚し、「川利のかた」は建

築形態に関୚する。それらの関係性を構築しながら

設計を行い、多様な川見空間を๰出する（図8）。
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�-2. ࣒ࣛࢢࣟࣉ

　6LWH1 のἈṇၟᗑは、෇㡻ᑎၟᗑ街やᅄ間㐨の対

岸に఩置し、࢜フ࢕ス街に㠃している。敷地㠃✚も

ẚ㍑的ᑠつᶍで、栄地༊にも㏆いことから、主にレ

ンタルス࣌ースとして機能させ、▷期的に空間を利

⏝することで、川見文化をྲྀᚓしていく場とする。

　6LWH2 の中ᓥ屋࿘辺には、ᑠᏛᰯ、スーࣃー㖹、‮

ためにᚲ要な⏝㏵の建物や、マンシࣙࡴ住࡝ムなࢪ

ン、୍㌺家が多くレࢪデンス࢚リアである。敷地㠃

✚も大きいため、ᬽらす中で長期的な川見の作ἲを

ྲྀᚓしていく場とする（図10）。

�-�. タィ

FDVH1㸸Ἀṇၟᗑ

　新護岸によって都市と川との分断が㉳こる敷地に

対し、構㐀⿵強を行いながら川沿いへと人々をㄏ導

する。隣地の㥔車場な࡝にに増築することで川見空

間を増やすとともに、空地利⏝のࢧンࣉルとして街

ールとなり、より市民が主యとࣆく人々へのアࡺ

なったま࡙ࡕくりへと⧅がることをᮃࡴ（図12）。

FDVH2㸸୰ᓥᒇ

　〇材場の大空間を活かし、ඹ有空間を㓄置するこ

とで、多様な空間性と関わり方を๰出する。⏘業㑇

構のࢡレーンを㊊場⯪の上ᯫ機能として᚟活させ、

堀川への軸⥺を๰出し、建築ෆの主要動⥺をそこへ

と⧅ࡆる。多ୡ代が集まることで、堀川を௓したࢥ

࣑ュࢽテ࢕が地域にᗈがることをᮃࡴ（図13）。

Ỉ㐠࣒ࢸ࢖࢔㸸㊊ሙ⯪

　‶₻時に橋を㏻㐣でき、多様なࢽーࢬや護岸にᛂ

⟅するようにフࣟートの上に㊊場を⤌ࡴ形態の⯪を

設計する（図11）。イベント時には中ᓥ屋の集✚場に

୪ࡧ、多様な活動のཷけ─となり、Ἀṇၟᗑの張り

出したデ࢟ࢵ沿いに೵␃することで川を向いたス

テーࢪ空間を๰出したりすることを᝿定する。
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補足：増築箇所は赤線で示す
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�. ⤖ㄽ

 堀川では水運や川沿い利⏝の意識が高まりつつあ

るが、護岸という土木の障壁は㉺えられていない。

建築によって物⌮的ཬࡧ心⌮的にその障壁を㉺え

る、新たな川との関わり方と手ἲを提示した。本計

画をきっかけに、川沿いのマンシࣙンのᶍ様᭰えや

㐟歩㐨の整備な࡝、様々なスケールで「川見のかけ

ら」「川利のかた」が౑われるᮍ来を᝿定している。

C㼍㼟㼑㻞. 中島屋

図14　足場船展開イメージ

図13　case2(中島屋)設計図面
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動線の重層化により移動中に
様々なものが目に入る

クレーン機能の復活により生まれる軸線

クレーン機能の復活により生まれる軸線

製材所の大空間にスラブを挿入し
大小様々な空間を創出する

単身者・高齢者・子育て世代
の生活が表出し混ざり合う

製材機の遺構を用いた
アトリウム空間

視線が抜けることで生まれる
新たな川や人との関係性

主要動線に表出する生活

補足：増築箇所は赤線で示す
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